
年
金
生
活
者
は
所
得
税
や
介
護
保

険
料
、
国
保
料
、
後
期
高
齢
医
療
保

険
料
に
加
え
住
民
税
も
天
引
き
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
税
が
課

税
さ
れ
る
の
は
収
入
が
年
金
だ
け
の

単
身
者
の
場
合
で
年
１
５
５
万
円

(

月
12
万
９
千
円)

以
上
の
方
で
す
。

天
引
き
は｢

払
い
た
く
て
も
払
え

な
い｣

な
ど
事
情
を
無
視
し
て
強
制

徴
収
す
る
も
の
。
納
税
者
＝
国
民
の

権
利
の
侵
害
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

区
は｢

高
齢
者
が
窓
口
に
出
向
い

て
支
払
う
手
間
が
省
け
る｣

と
説
明

し
ま
す
が
取
る
側
の
勝
手
な
論
理
で

す
。
年
金
記
録
の
改
ざ
ん
な
ど
で
年

金
が
ま
と
も
に
支
払
わ
れ
な
い
と
い

う
の
に
取
る
の
は
し
っ
か
り
取
る
や

り
方
に
区
民
は
納
得
し
ま
せ
ん
。
住

民
税
の
年
金
天
引
き
に
共
産
党
は
反

対
、
他
党
は
賛
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
へ
の

ご
意
見
や
ご
質
問
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

先
の
区
議
会
第
３
定
例
会
で
昨
年
度
決
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た(

ウ
ラ
面

に
関
連)

。
ま
た
、
補
正
予
算
に
念
願
の
八
潮
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
設
計
費

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
来
年
10
月
か
ら
住
民
税
を
年
金
天
引
き
す
る
た
め

の
電
子
シ
ス
テ
ム
改
修
費(

６
千
万
円)

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

住民税も年金天引き
｢高齢者の手間が省ける｣と区説明
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週

刊

住民税も天引きされることになる戸越２丁目の佐藤さん(83歳、仮名)
は年金通知を示して｢実質的な年金の切り下げです｣と怒っています。

来年

10月



日
本
共
産
党
区
議
団
は
07
年
度
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
会
計
の
各
決
算
認
定
に
反
対
、
老

人
保
健
会
計
決
算
に
賛
成
し
ま
す
。

理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

貯
め
込
み
７
４
０
億
円
超
に

昨
年
度
も
１
５
０
億
円
余
を
積
み

増
し
基
金
が
７
４
０
億
円
を
超
え
ま

し
た
。
自
民･

公
明
の｢

構
造
改
革｣

が
貧
困
を
拡
大
。
所
得
税
、
住
民
税
、

国
保
料
な
ど
次
々
と
値
上
げ
、
区
民

は
く
ら
し
と
営
業
が
厳
し
い
の
に
区

は
莫
大
な
基
金
を
貯
め
込
ん
で｢

健

全
財
政｣

と
い
う
の
は
異
常
で
す
。

基
金
貯
め
込
む
や
り
方
も
問
題

ひ
と
つ
は
、
正
規
職
員
を
削
減
し

非
正
規
、
外
部
委
託
の
低
賃
金
、
不

安
定
の
雇
用
に
置
き
換
え
て
き
た
こ

と
で
す
。
委
託
先
も
均
等
待
遇
で
労

働
条
件
を
改
善
す
べ
き
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
区
民
要
望
に
応
え

な
い
こ
と
で
す
。
区
営
住
宅
は
増
設

ど
こ
ろ
か
都
営
住
宅
の
区
移
管
さ
え

拒
否
し
ま
し
た
。
高
齢
者
住
宅
は
近

隣
ア
パ
ー
ト
家
賃
に
合
わ
せ
る
計
画

で
す
が
、
国
民
年
金
し
か
収
入
が
な

い
高
齢
者
は
入
れ
ま
せ
ん
。
低
所
得

者
で
も
入
れ
る
住
宅
を
求
め
ま
す
。

商
店
街
は
装
飾
灯
電
気
代
が
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
率
は
23
区

で｢

中
の
下｣

、
電
気
料
値
上
げ
も
予

定
さ
れ
て
お
り
補
助
の
増
額
を
求
め

ま
す
。
障
害
者
の
入
所
施
設
、
認
可

保
育
園
、
奨
学
金
制
度
も
切
実
で
す
。

区
民
要
望
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

大
規
模
開
発
推
進
は
無
謀

昨
年
度
だ
け
で
大
崎
、
大
井
町
、

武
蔵
小
山
の
再
開
発
へ
の
補
助
金
は

36
億
８
０
０
０
万
円
。
区
民
要
望
に

背
を
向
け
る
一
方
で
、
大
規
模
開
発

を
推
進
、
再
開
発
の
高
級
マ
ン
シ
ョ

ン
へ
の
補
助
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

区
内
で
空
き
室
が
３
万
戸
を
超
え
、

マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
暴
落
の
危
険
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
に
大
規
模
開
発
を

す
す
め
る
の
は
無
謀
、
抜
本
的
見
直

し
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
巨
大
ビ
ル
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
原
因
と
指
摘
さ
れ
、
風
被
害
と
あ

わ
せ
環
境
対
策
を
す
べ
き
で
す
。

首
都
直
下
地
震
の
対
策
と
し
て
住

宅
の
耐
震
診
断
、
改
修
補
強
の
抜
本

的
強
化
を
求
め
ま
す
。

強
引
な
学
校
の
統
廃
合

小
規
模
校
の
統
廃
合
計
画
は
や
め

父
母
、
住
民
に
説
明
す
べ
き
で
す
。

一
部
の
小
中
学
校
に
定
員
を
設
定

す
る
こ
と
は
、
学
区
外
を
締
め
出
す

も
の
で
選
択
制
の
破
綻
は
明
ら
か
。

見
直
す
べ
き
で
す
。
な
お
、
定
員
設

定
は｢

30
人｣

な
ど
実
質
的
な
少
人
数

学
級
の
導
入
と
な
り
ま
し
た
が
、
早

期
の
全
校
実
施
を
求
め
ま
す
。

介
護
保
険
で
も
貯
め
こ
み

20
億
円
超
の
基
金
は
低
所
得
者
に

重
い
保
険
料
の
仕
組
み
と
サ
ー
ビ
ス

削
減
で
貯
め
た
も
の
。
保
険
料
減
額

で
区
民
に
還
元
す
べ
き
で
す
。
八
潮

へ
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
建
設
は
歓
迎

し
ま
す
が｢

大
部
屋｣

を
検
討
す
る
と

の
答
弁
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
個
室

に
す
べ
き
で
す
。

高
く
て
払
え
な
い
国
保
料
に
滞
納

が
増
加
。
値
下
げ
を
求
め
ま
す
。

要
望
無
視
―
区
長
の
政
治
姿
勢

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
高
齢
者
福

祉
、
子
育
て
支
援
、
低
所
得
者
福
祉

の
要
望
が
高
い
の
に
、
基
本
構
想
は

｢

国
際
都
市
品
川｣

を
理
念
の
第
一
に

掲
げ
て
大
規
模
開
発
と
幹
線
道
路
推

進
を
前
面
に
し
ま
し
た
。
区
民
要
望

第
一
の
長
期
計
画
を
求
め
ま
す
。

な
お
、
長
期
計
画(

案)

は
全
戸
配

布
で
衆
知
徹
底
、
住
民
説
明
会
の
開

催
を
求
め
ま
す
。

以
上
。

品
川
区
07
年
度
決
算
に
対
す
る

日
本
共
産
党
区
議
団
の
意
見
表
明
(要旨)

07
年
度
決
算
に
対
し
て
、

日
本
共
産
党
区
議
団
を
代
表

し
て
私(
み
や
ざ
き)

が
行
っ

た
意
見
表
明
を
紹
介
し
ま
す
。


